
【目標】
R１年の８公園平均と同等の水準

【達成状況】
R6年の全体消費額は８公園平均を下回っている。
R6年の全体消費額は８公園平均に対して71.0％となっており、R5年
（91.1％） R4年（81.0％）やR1年（82.3％）と比較すると、８公園平均との
差は拡大している。

※当初の目標値は達成

【概要】
日光国立公園の全体消費額は、どの年も８公園平均より少ない。
R6年は８公園平均と比較して、全ての消費額が下回っており、特に体験
費が大きく下回っている。
飲食費、体験費、買物費は、R1年から一貫して下回っている。

日光国立公園満喫プロジェクト ステップアッププログラム2025令和７(2025)年度評価(案)について

数値目標の達成状況及び概要
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資料1-2

１ 国立公園での一人当たりの日本人観光消費額 (単位：円)

R6(2024)R5(2023)R4(2022)R1(2019)
8公園平均日光8公園平均日光8公園平均日光8公園平均日光
18,13114,62510,23410,61611,81811,40311,41112,188宿泊費
8,3585,9033,2723,1804,1693,6084,1023,173飲食費
5,5423,0631,5471,0323,1961,5211,801676体験費
7,0415,2432,5392,3823,1442,6683,1292,178買物費
20,09213,34010,9548,7909,2776,3937,4234,706その他
59,16442,17428,54626,00031,60425,59327,86622,921全体消費額

【参考：日本人観光消費額内訳の推移】
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日光国立公園 22,921 25,593 26,000 42,174 28,000

8公園平均 27,866 31,604 28,546 59,164

目安値 22,921 23,768 24,614 25,461 26,307 26,984 28,000
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※R2(2020)、R3(2021)年については、新型コロナウイルス感染拡大のため、調査は行わなかった。
R6(2024)年の調査は、R5(2023)年までの調査とは設問内容・集計方法が異なる。

出典： 令和６年度国立公園満喫プロジェクト推進業務報告書

出典： 令和６年度国立公園満喫プロジェクト推進業務報告書
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２ 国立公園での一人当たりの訪日外国人観光消費額 (単位：円）

【目標】
R１年の８公園平均と同等の水準

【達成状況】
R6年の全体消費額は８公園平均を下回っている。
R6年の全体消費額は８公園平均に対して84.3％となっており、R5年
（83.6％）やR1年（57.0％）と比較すると、８公園平均との差は縮小し
ている。

※当初の目標値は達成

【概要】
日光国立公園の全体消費額は、どの年も８公園平均より少ない。
R6年は８公園平均と比較して、全ての消費額が下回っており、特に
飲食費が大きく下回っている。

出典等 ：国立公園満喫プロジェクト推進業務報告書 【参考：R6年 訪日外国人観光消費額内訳】
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(2024)
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日光国立公園 37,081 52,088 157,143 65,000

8公園平均 65,046 62,273 186,481

目安値 37,081 41,734 46,387 51,040 55,693 60,347 65,000
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※R2(2020)～R4(2022)年については、新型コロナウイルス感染拡大のため、調査は行わなかった。
R6(2024)年の調査は、R5(2023)年までの調査とは設問内容・集計方法が異なる。

出典等 ：国立公園満喫プロジェクト推進業務報告書

※R1(2019）年の日光国立公園及び８公園平均の消費額の内訳は不明。

数値目標の達成状況及び概要

※一人当たりの訪日外国人消費額は、アンケート回答金額から平均額を算出したもの。
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【概要】
R6年の入込客数は、前年と比較して609.7万人の増（107.2％）とな
ったが、R1年と比較すると230.9万人の減(97.5％）であった。
入込客数の市町別では、宇都宮市の1573.6万人（県全体に占める
構成比17.5％）が最も多く、次いで日光市の1019.1万人（11.3％）、
那須塩原市の771.2万人（8.6％）の順となった。
R6年の宿泊数は、前年と比較して45.7万人の増（105.8％）となった
が、R1年と比較すると4.7万人の増(100.5％）であった。
宿泊数の市町別では、日光市の294.0万人（県全体に占める構成
比35.4％）が最も多く、次いで那須町の202.1万人(24.3％)、宇都宮
市の189.1万人(22.8％)の順となった。
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３ 日光国立公園観光入込客数・宿泊数 (単位：万人)

【目標】
コロナ前の水準（R1）までの回復

【達成状況】
入込客数は、2025年目標に対し、76％に到達
宿泊者数は、2025年目標に対し、81％に到達

【概要】
R6年の入込客数は、前年とほぼ同数(99.8％）となったが、R1年と
比較すると441万人の減(76.8％）であった。
入込客数の市町別では、日光市の776.4万人が最も多く、次いで那
須町の206.5万人、那須塩原市の206.2万人の順となった。
R6年の宿泊数は、前年と比較して13万人の増(102.6％）となったが
、R1年と比較すると116万人の減（81.5％）となった。
宿泊数の市町別では、日光市の284.7万人が最も多く、次いで那須
町の153.9万人、那須塩原市66.8万人の順となった。

出典：R6（2024）年栃木県観光客入込数・宿泊数推定調査結果（国立公園外の地域を含む。）【参考：栃木県全体観光入込客数・宿泊数】(単位：万人）

出典：R6（2024）年栃木県観光客入込数・宿泊数推定調査結果（国立公園外の地域を含む。）

数値目標の達成状況及び概要

R1(2019) R2(2020) R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025)
(目標値)

入込客数 1,904 1,202 1,035 1,348 1,466 1,463 1,904

宿泊者数 628 342 352 445 499 512 628

宿泊率 33.0% 28.5% 34.0% 33.0% 34.0% 35.0% 33.0%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

0
200
400
600
800

1,000
1,200
1,400
1,600
1,800
2,000

入込客数 宿泊者数 宿泊率

R1(2019) R2(2020) R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024)
入込客数県全体 9,228.2 6,116.8 6,413.8 7,260.4 8,387.6 8,997.3
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４ 訪日外国人日光国立公園利用者数・宿泊者数（単位：万人）

【目標】
コロナ前の水準（R1）までの回復

【達成状況】
利用者数は、2025年目標28万人を超える42万人に到達
宿泊者数は、2025年目標15万人を超える20万人に到達

【概要】
2024年の利用者数は、前年と比較して9.4万人の増(128.1％）
となり、2019年の28万人（目標値）から14.8万人の増（152.8％
）となった。
2024年の宿泊数は、前年と比較して2.9万人の増（116.2％）と
なり、2019年の15万人（目標値）と比較すると5.8万人の増（
138.6％）となった。

出典等 ：令和６年度国立公園満喫プロジェクト推進業務報告書

※2022年利用者数は下半期のみの集計。
2020年、2021年は外国人利用者数の調査を実施していない。

数値目標の達成状況及び概要

【概要】
訪日外国人の約20％前後は、日本の自然や四季の体験・
観光を期待して来日し、国立公園を訪れている。

【参考：日本の自然に期待して来日した訪日外国人の割合（国立公園全体）】(単位：人） 出典等 ：令和６年度国立公園満喫プロジェクト推進業務報告書
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●トイレ洋式化の状況 ●案内標識多言語化の状況

※洋式トイレが１基以上ある、自然公園施設のトイレの数。

（１）外国人に対応した施設整備の進捗

（２）その他の主な施設整備の2024年の実績

（単位：箇所） （単位：基）
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・戦場ヶ原周回線歩道改修
・湯滝園地（観瀑台）修繕

日光

・各駅の案内板、列車内の案内板を令和６年度に多言語に変更
（新藤原、龍王峡、川治温泉、川治湯元、湯西川温泉、中三依温泉、上三依塩原温泉口、男鹿高原の各駅）

鬼怒川

・学校平遊歩道改修、おしらじの滝遊歩道改修
・Wifi整備を那須塩原駅・塩原温泉・板室温泉に設置

塩原

・峰の茶屋登山口園地排水設備改修工事
・観音沼森林公園にライブカメラ設置、映像配信(機器更新のためR7.5時点配信停止中)

那須

ハード整備状況

【整備の課題】
・崖地に立地している公衆トイレの工事費が高額となり予算の確保が難航している。
・温泉地におけるトイレ施設の維持管理費（硫化水素の影響による施設の劣化）
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右の資料から以下のことが読み取れる。

○一人当たり支出額の増加要因
・滞在宿泊日数の増加
・来訪目的が登山、ハイキング等のアクティビティ
・来訪目的が自然体験ガイドツアー

○合計滞在日数の増加要因
・来訪目的が自然体験ガイドツアー
・訪問回数の増加

○訪問回数の増加要因
・来訪目的が登山、ハイキング等のアクティビティ

まとめると、

①アクティビティの充実→訪問回数の増加
→滞在宿泊日数の増加→消費額増加

②自然体験ガイドツアーの充実→消費額増加

という関係になる。

したがって、一人当たりの支出額を増やすためには、

登山、ハイキング等のアクティビティと

自然体験ガイドツアーの充実

が必要と考えられる。

（参考）一人当たり支出額とその他の要素の関係について（日本人）

出典：2021年以降の国立公園の利用動向について

※回帰分析結果の見方
・回帰係数は、影響の度合いの強さを示している。
【例】滞在宿泊日数が１日増えると18,110円増える。
・t-値は、回帰係数を標準誤差で割ったもの。値が大きいほど統計的有意性あり。



右の資料から以下のことが読み取れる。

○一人当たり支出額の増加要因
・滞在宿泊日数の増加
・訪問回数の増加

○合計滞在日数の増加要因
・訪問回数の増加

○訪問回数の増加要因
・来訪目的が登山、ハイキング等のアクティビティ
・情報源が家族・友人等の紹介・推奨
・情報源が個人ブログ・SNS

まとめると、

①アクティビティの充実→訪問回数の増加
（→滞在宿泊日数の増加）→支出額増加

②他人への推奨意向（満足度）の向上
→情報源が家族友人等の紹介又は個人ブログ・SNS

→訪問回数の増加（→滞在宿泊日数の増加）→支出額増加

という関係になる。

したがって、一人当たりの支出額を増やすためには、

登山、ハイキング等のアクティビティの充実と

他人への推奨意向（満足度）の向上

が必要と考えられる。

（参考）一人当たり支出額とその他の要素の関係について（外国人）

出典：2021年以降の国立公園の利用動向について

※回帰分析結果の見方
・回帰係数は、影響の度合いの強さを示している。
【例】滞在宿泊日数が１日増えると18,750円増える。
・t-値は、回帰係数を標準誤差で割ったもの。値が大きいほど統計的有意性有り。


